
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人 権 週 間 （１１月１０日～１４日） ～守ろう子供の権利、傷つけない子供の未来～ 

11月のテーマ ●お互いを尊重し、認める言葉掛けをしよう。 

令和７年１０月３１日 

東京都立羽村特別支援学校 

校長  井上 一仁 

地域とともに歩む児童・生徒たちの姿 

                                          校長 井上一仁 

先日行われました授業参観には、多くの皆様に御来校いただき、誠にありがとうございました。日頃の学習の様子や、1

学期からの成長した姿を感じていただける場面も多くあったことと思います。アンケートも拝見し、温かい御評価を多数いただ

きました。心より感謝申し上げます。12月には「羽ばたき祭」が予定されており、準備も少しずつ始まっています。感染症が

流行しやすい時期でもありますので、体調管理に十分ご留意いただきながら、残り 2か月となった 2学期を、一日一日大切

に過ごしてまいりましょう。 

さて、本校高等部の生徒が作業学習で加工した牛乳パックを保育園に寄贈したことが、新聞に掲載されました。マチコミ

メールでもお知らせしましたが、その後、同じ法人が運営する羽村市内の保育園からも注文をいただき、12月には 3,000

枚をお渡しする予定です。 

少し前の話になりますが、御報告をさせていただきます。「はたらく消防の写生会」に出展した小学部の児童のうち、13名

が入選（うち 2名が優秀賞）しました。9月に行われた表彰式では、消防署長から賞状を受け取る際、緊張しながらも立

派な態度で臨む姿が見られました。このような経験の積み重ねが、やがて大きな自信につながっていくことを感じます。 

こちらに作品が掲載されています。受賞したみなさんおめでとうございます。

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/fs/fussa/page_00036.html#hamutoku 

 

さらに、先月は高等部の生徒が羽村市内で開催された地域イベントに参加し、地域とのつながりを深める貴重な経験を

重ねました。 

「羽村市スポーツまつり」では、フライングディスクの体験ブースを担当し、受付や競技説明、スコア記録などを丁寧に行い

ました。市民の方々と笑顔で交流する姿からは、地域の一員としての自覚と責任感が感じられました。本校小学部の児童

を始め、在校生、卒業生も参加してくれました。200名を超える方々が体験をしました。 

羽村市社会福祉協議会主催の「ふれあい福祉まつり」では、作業学習で製作した製品の販売を行い、生徒たちは接客

や会計を担当しました。来場者からの質問にも落ち着いて対応し、自分たちの手で作った製品が喜ばれる様子を目の当た

りにし、働くことの意義や達成感を実感することができました。製品は完売しました。 

「羽村市文化祭」では音楽部の生徒がステージ発表を行い、日頃の練習の成果を堂々と披露しました。緊張しながらも

真剣に演奏する姿に、会場からは大きな拍手が送られました。音楽を通じて感動を共有する喜びを味わうことができました。 

これらの活動を通じて、生徒たちは地域社会とのつながりを実感し、自らの成長につながる貴重な経験を得ることができま

した。本校では、教育の柱のひとつとして「コラボレーション（協働）」があります。これは、児童・生徒の健全な成長のため

に、学校と地域、保護者の皆様と緊密な連携をとることを意味しています。今後も、地域の皆様とのつながりを深めながら、

児童・生徒が社会の中で自分らしく生きていく力を育めるよう、地域と連携した教育活動を丁寧に進めてまいります。引き続

き御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

 

再度のお願いになり恐縮ですが、コラボレーションの 1つでもある、 

学校評価アンケートについて、御提出をいただきますようよろしくお願いいたします。 
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11月予定    

 行 事 下 校 

１日（土） 
本人講座 羽村ひろびろカレッジ（フライングディ

スク） 
 

２日（日）   

３日（月） 文化の日  

４日（火） 

安全指導・点検日 小２：校外学習（羽村市中央児

童館） 

小３：松林小交流（昼休み）中３：宿泊前検診 13:00

～ 

全校 15:40 

５日（水） 中：中学部説明会（小６対象） 
小１～３・中 14:00   
小４～６・高 15:40 

６日（木） 中３修学旅行（～７日） 
小１、2 14:00  
小 3～６・中・高 15:40 

７日（金） 高：漢字検定 
小 14:00  
中・高 15:40 

８日（土）   

９日（日）   

10 日（月） 
臨床発達心理士による相談 中２：宿泊前検診

13:00～ 
小 14:00  
中・高 15:40 

11 日（火） 避難訓練 PTA 運営委員会 10:00～ 全校 15:40 

12 日（水）  
小１～３・中 14:00   
小４～６・高 15:40 

13 日（木） 
小 3～6：短縮１便下校 中２：移動教室（～14 日） 

摂食指導 
小 14:00  
中・高 15:40 

14 日（金） 安全指導日 
小 14:00  
中・高 15:40 

15 日（土）   

16 日（日）   

17 日（月） 羽ばたき祭練習期間開始 
小 14:00  
中・高 15:40 

18 日（火） 小１：松林小交流（昼休み） 全校 15:40 

19 日（水）  
小１～３・中 14:00   
小４～６・高 15:40 

20 日（木）  
小１、2 14:00  
小 3～６・中・高 15:40 

21 日（金）  
小 14:00  
中・高 15:40 

22 日（土）   

23 日（日）   

24 日（月） 振替休日  

25 日（火）  全校 15:40 

26 日（水）  
小１～３・中 14:00   
小４～６・高 15:40 

27 日（木）  
小１、2 14:00  
小 3～６・中・高 15:40 

28 日（金）  
小 14:00  
中・高 15:40 

29 日（土）   

30 日（日）   


